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筑波大学プラズマ研究センターでは，ダイバータ

模擬を目指した将来研究計画に基づき研究を進め

ている。本研究計画では，タンデムミラー装置

GAMMA 10／PDXの端部ミラーを利用して高熱粒
子束のプラズマ流を生成し，ダイバータ開発の急

務な課題解決に貢献する事を目的としている。 
Fig.1は，西エンド部に設置したダイバータ模擬実
験用の計測系の配置を示している。端部ミラー直

下には，熱流束粒子束密度を測定する為のカロ

リーメータと方向性静電プローブが，その下流に

はV字形タングステンターゲット等からなる回転
式ターゲットが設置されており，端損失プラズマ

流とターゲット材との相互作用による輻射光を高

速カメラによって計測している。また，エンドタ

ンクの壁面には，端損失イオン流のエネルギーを

直接計測する端損失イオンエネルギー分析器

(ELIEA)が設置されている。	
 
典型的な高周波波動(ICRF)生成プラズマにおい
て，ELIEAによる端部イオン流のエネルギー分析
結果から，イオン温度が100	
 eV~400	
 eVの範囲で，
制御可能であることが明らかになった。また，セ

ントラル密度と端損失粒子束密度も比例関係にあ

ることが判明した。一方，極小磁場アンカー部へ

の高周波による追加熱も，粒子束密度の増加に大

きな効果があることが分かった。	
 

Fig.2は，RF生成プラズマへの短パルスECH重畳に
より，高熱流束密度の発生に成功した結果を示し

ている。図から，ECHパワーに対して，熱流束密
度はほぼ直線的に増加し，380	
 kWのECH重畳によ
り，ITERダイバータの熱負荷に匹敵する10	
 MW/m2

を超える熱流束の発生が確認された。	
 

今年の春に，大規模なダイバータ模擬実験モ

ジュール(D-module)が，西エンド部に設置された。
本モジュールは，SUS製の断面50×48cm，奥行き

70cmの直方体の容器の前方にφ20cmの円形ポー
トがあり，端損失プラズマ流が導入される。容器

内部には，タングステン製V字ターゲット(30cm×
35cm)が設置されており，開口部の角度が15度から
80度まで可変となっている。また，後部排出口が
設置され，容器内部の中性粒子圧力を制御できる。 
講演では，開口部の角度依存性や，ガス導入実験

などの最新の結果についても提供する。 
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Fig. 1 Schematic view of the experimental setup.  

 
Fig. 2 ECH power dependence on the heat flux. 


